
2026 年7月30日（木）
第 63回日本消化器免疫学会総会

講演会場
ニューオータニイン札幌　2F　鶴の間（東中）

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

シンポジウム 1
肝免疫微小環境の新知見

司会：日浅　陽一・中本　伸宏

9:10-10:40

教育講演１（スポンサードセミナー）
座長：荒川　智宏／演者：鳥越　俊彦

中外製薬株式会社

10:50-11:20

一般演題 1
司会：大平　弘正

11:20-11:56

ランチョンセミナー 1
クローン病治療戦略 : 抗 IL-23p19 抗体スキリージの有用性

座長：土屋　輝一郎／演者：三上　洋平・藤井　俊光
アッヴィ合同会社

12:10-13:00

イブニングセミナー
座長：仲瀬　裕志／演者：根本　泰宏

ファイザー株式会社

18:00-18:50

シンポジウム 2
腸管免疫学の多層解析 ― 遺伝子・細菌叢・再生から臨床へ

司会：岡本　隆一・松岡　克善

16:20-17:50

一般演題 2
司会：長沼　誠

15:40-16:16

若手入門セミナー
座長：久松　理一／演者：福田　真嗣

ミヤリサン製薬株式会社

15:10-15:40

アフタヌーンセミナー 1
腸肝相関から考える肝硬変、門脈圧亢進症と肝性脳症への対応

座長：櫻庭　裕丈／演者：日浅　陽一
あすか製薬株式会社

14:10-15:00

特別講演 1
腸内細菌関連物質の肝移行と肝がん微小環境形成

座長：坂本　直哉
演者：大谷　直子

13:10-14:00

日　　程　　表

開会式9:00-9:10

肝癌におけるがん免
疫微小環境と VEGF
阻害の意義

腸内環境に基づく 
層別化医療・ヘルス
ケアの現在と未来

潰瘍性大腸炎治療に
おける新たな選択肢 
-S1P 受容体調節薬ベ
ルスピティの作用機
序と臨床的意義 -

情報交換会（会場：2F　鶴の間（西））19:00-20:30
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2026 年7月31日（金）
第 63回日本消化器免疫学会総会

講演会場
ニューオータニイン札幌　2F　鶴の間（東中）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

モーニングセミナー
‐ 複合免疫療法時代におけるレンバチニブの役割 ‐

座長：小玉　尚宏／演者：推井　大雄・須田　剛生
エーザイ株式会社

8:00-8:50

一般演題 3
司会：穂苅　量太

9:00-9:36

ポスター１
司会：由雄　祥代

9:40-10:20
ポスター２

司会：高木　智久

9:40-10:20
ポスター３

司会：上村　修司

9:40-10:20

教育講演２（スポンサードセミナー）
座長：渥美　達也／演者：三宅　幸子

東亜新薬株式会社

10:30-11:00

土屋賞受賞講演16:40-16:55

評議員会・総会
16:05-16:35

教育講演４（スポンサードセミナー）
座長：日浅　陽一／演者：由雄　祥代

ギリアド・サイエンシズ株式会社

15:25-15:55

アフタヌーンセミナー 2
座長：藤谷　幹浩／演者：三好　潤

武田薬品工業株式会社

14:30-15:20

特別講演 2
潰瘍性大腸炎における抗インテグリンα v β 6 自己抗体の発見

とその病態研究、診断薬・治療法開発
座長：金井　隆典／演者：塩川　雅広

13:30-14:20

ランチョンセミナー 2
Re-shaping the Standard - 潰瘍性大腸炎治療の新潮流 -

座長：桂田　武彦／演者：角田　洋一
ヤンセンファーマ株式会社

12:30-13:20

教育講演３（スポンサードセミナー）
座長：竹原　徹郎／演者：中本　伸宏

アッヴィ合同会社

11:50-12:20

一般演題 4
司会：中本　安成

11:04-11:40

日　　程　　表

表彰式・閉会式16:55-17:05

神経炎症の免疫機構：
老化と微生物が関与
する病態形成

ウイルス性肝炎を含
む肝疾患における形
質 細 胞 様 樹 状 細 胞

（pDC）の役割

炎症性腸疾患における
血清免疫プロファイル 
―分子標的治療の有効
性との関連

免疫学からみた B 型
肝炎診療：HBs 抗原
消失と HBV 再活性化

ポスター会場：ニューオータニイン札幌　2F　鶴の間（西）
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